
　
五
月
一
日
　
日
曜
日

　
朝
、
久
し
振
り
に
Ｔ
Ｖ
を
つ
け
て
み
た
が
、
余
り
の
馬
鹿
馬
鹿
し
さ
に
呆

れ
返
り
、
す
ぐ
消
し
て
し
ま
っ
た
。
昼
過
ぎ
、
小
さ
な
自
転
車
に
乗
っ
て
烏

山
セ
ン
タ
ー
前
の
植
木
市
へ
。
今
年
の
セ
ン
タ
ー
前
の
植
木
市
は
出
品
数
も

少
な
く
少
々
寂
し
い
趣
き
。
シ
ソ
、
枝
豆
、
サ
マ
ー
レ
タ
ス
、
シ
シ
ト
ウ
の

苗
を
買
い
込
み
、
屋
上
菜
園
に
植
え
た
。
花
よ
り
団
子
で
あ
る
。
何
も
せ
ず

に
休
む
一
日
は
や
っ
ぱ
り
私
に
は
何
と
も
言
え
ぬ
不
安
感
を
も
た
ら
せ
る
。

　
中
国
の
反
日
デ
モ
は
中
国
国
内
の
民
衆
の
ス
ト
レ
ス
の
吐
け
口
が
日
本
に

向
け
ら
れ
た
と
い
う
の
が
真
相
か
。
都
市
間
、
更
に
は
先
年
実
体
験
し
た
農

村
と
都
市
と
の
経
済
格
差
に
対
す
る
中
国
国
民
の
不
満
。
そ
し
て
中
国
政
府

の
情
報
管
理
体
制
に
対
す
る
不
満
が
、
仮
想
目
標
と
し
て
の
日
本
に
向
け
て

噴
き
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
中
国
政
府
が
反
日
デ
モ
、
暴
力
行
為
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
ぬ
現
実
を
改
善
出
来
ぬ
な
ら
ば
、
第
二
、
第
三
の
天
安
門

事
件
に
発
展
す
る
可
能
性
す
ら
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
に
主
導
さ

れ
た
反
日
運
動
の
実
体
は
、
す
で
に
中
国
共
産
党
政
府
の
古
い
水
準
の
情
報

操
作
が
Ｉ
Ｔ
の
煽
動
力
、
速
力
に
追
い
付
く
事
が
出
来
ぬ
現
実
を
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
昨
夜
、
李
祖
原
が
来
日
し
た
。
明
日
早
朝
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ｍ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
合
わ
せ
を
詰
め
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
入
る
。
中
国
の

反
日
デ
モ
の
動
き
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ど
う
反
映
し
て
く
る
の
か
、
今
は
何

と
も
言
え
ぬ
。

　
五
月
二
日

　
七
時
頃
起
床
。
昨
夜
は
イ
ヤ
に
な
る
程
眠
っ
た
。
郵
便
ポ
ス
ト
迄
ね
ぼ
け

眼
で
足
を
運
び
新
聞
を
読
む
も
、
読
む
記
事
が
無
い
。
事
件
、
事
故
、
戦
争

の
合
い
間
の
生
活
に
な
っ
て
い
る
様
な
気
も
す
る
が
、
こ
ん
な
時
に
こ
そ
、

書
か
れ
る
べ
き
モ
ノ
が
あ
る
様
な
気
も
す
る
が
、
気
も
す
る
が
気
も
す
る
が

の
連
続
で
何
と
も
さ
え
な
い
朝
で
あ
る
。

　
十
時
研
究
室
。
李
祖
原
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ａ
計
画
。
中
国
の
対
日

抗
議
デ
モ
等
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
こ
一
ヶ
月

の
予
定
を
組
む
。
午
後
、
幾
つ
か
の
打
合
わ
せ
。
十
九
時
六
本
木
、
レ
ス
ト

ラ
ン
五
穀
。
磯
崎
ア
ト
リ
エ
網
谷
さ
ん
、
久
し
振
り
に
お
目
に
か
か
っ
た
堀

氏
と
会
食
。
少
し
遅
れ
て
磯
崎
さ
ん
。
李
祖
原
と
歓
談
。
春
の
終
わ
り
に
上

海
で
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
連
中
を
交
え
た
小
さ
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
持
つ
事
、

そ
の
ア
レ
ン
ジ
を
李
祖
原
（
Ｃ
Ｙ
・
Ｌ
Ｅ
Ｅ
）
が
受
け
持
つ
事
を
約
し
て
散

会
。
二
十
四
時
前
世
田
谷
村
に
戻
る
。
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